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臼井香苗 ( 向上 ) 
三上洋 ( ノ同上 ) 
志村雅彦 (大阪市大正保健所)
林佑幸 ( 向上 ) 
前野多喜子( 同上 ) 
桑島義昭 (中泉尾地域ネットワーク委員会代表)

































































































































































と設置 ! 集い数日高齢者13名、問委員4名抑制かけに感じた。 Iた。
宰漁件図の作成i醸し事力E高齢者、"NW委員約 |・自分の生活態慶や豪庭環
と調査項自のI.条件留の作成時に、 「自分がこの場に参加できるのは家族カ嘩イスを押して連| 境乃撮り返りを還して、
櫛す | れ出してしてくれるからj、 「自分で出たいと家族に言うからJや f独り暮らし wつどいの動に参加
・条件図の作成j の入は言勧1が出してあげなくてはjといった意克均将菊之出され 『つどいの場~ I できる条件を考えられ





















知ったという声や、 NW委員会に対して感謝する家族がいた。 I の取とえたり、 『つどい




























































































































































的W役員 7名) (役員 12名) (役員 15名)
施実 H10年10月21日 日10年1月25日 H10年1月16日




































方 法 結 果(会合の中で決まったこと) 保健婦の気づき・意味づけ
大船史学にて 日昨1月17日戴包) NW委員にとって、誕減で
NW委員 1名 [保健婦・間存委員から〕 の活動を住民とは謹う立場で

























































: I事fさき窪し主戸ちる 1: : I路答はあるが外に出られ
IIと」ウ官箆iつ工いや II i Iないような露電気がない I i 
jl銅版?U\→一--~
I ~~o).A. I: 9j.l1JlIlIM!fìi I、¥¥ノ燭閣の人に外出後助が綴| 一ー 手段的な条件一
める I I 
、気符ちゃ行露出に裏書する条件ノ
体力やt露助妓衡がある
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